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論 文 内 容 の 要 旨

 本態性高血圧症essential hypertension（以下EH）の

成因，病態への内分泌性因子の関与を知るため，本症の

renin－angiotensin－aldosterone系（RAA系），カテコラミ

ソ（以下CA），副腎皮質の内分泌機能について検討し

た．

 1．本態性高血圧症のRAA系

 EH患者において，安静時およびfurQsemide 40mg

iv，立位2時間の刺激試験時の血漿レニン活性（以下

PRA），血漿aldosterone（以下Ald）を測定した． EH

におけるPRAは低レニンのもの30％，正レニンのもの

55％，高レニンのもの15％であった．同負荷試験による

Aldの増加は低レニン群で低く，高レニン群で高値であ

った．PRAは60歳以後の高齢者で低下する傾向があっ

た．

 レニン分類によるEH subgroupでの降圧剤の効果は，

β一blocker（pindolol）は低，正レニン群にも有効であっ

たが，特に高レニン群で降圧は著明であり，高レニン群

についてのみ平均血圧の低下とPRAの低下に有意の正

の相関（r罵0．887，P＜0．01）を認めた． spironolactone

は低，正レニン両群で有効であったが，低レニン群の方

が降圧例が多かった．

 2．本態性高血圧症の副腎皮質機能

 EHにおけ’る血中ald， c ortisol（F）， ACTHの基礎

値および尿中17・OHCS，17－KSは正常範囲内であった．

またACTH試験， met・pirone試験に対する反応も正

常であり，EHの副腎皮質機能は正常であった．しかし

EH subgroupでみると，低レニン群では他群に比し，

血中Ald， Fの基礎値，反応値とも低下傾向にあり，尿

中17－OHCSも低値（Pく0・Ol）であった．一方高レニ

ン群では有意にAld（pく0・01）， F（p＜0・05）は高値で

あった．

 3．本態性高血圧症とカテコラミソ（CA）

 安静時の血漿CA濃度は正常対照とEH患者で明ら

かな有意差は認められなかったが，EH患者の一部で高

値を示す例があった．EHにおいて血中ノルアドレナリ

ン（以下NA）は加齢とともに漸増傾向を示した．安静

時の血中NAと血圧の間に相関は認められなかったが，

NAとPRAには有意の相関（r＝0・710， Pく0・05）を

認めた．

 ergometer運動負荷による血中NAの増加は，正常対

照で平均0．15→0．26ng！ml，持続性高血圧0．19→0・32

ng／ml，動揺性高血圧0・24→0・62ng／mlで，∠NAは各々

。．14，0．15，0・39nglmlであり，運動後のNA増加は

動揺性高血圧で有意に高値であった．収縮期血圧の増加

度4SBPと∠NAに有意の相関（r＝0・556， P＜0・01）

を認めた．次にレニン別のEH subgroupでの運動負荷

による血中NAの反応は，低レニン群。・13→o・17ngl

ml，正レニン群。・19→o・38nglml，高レニン群。．20→

o．56ng／mlと増加し， NAは各々 o・04，0・19，0・36ngl

mlで，低レニン群では低反応で，高レニン群では有意

に高値であった．∠NAと∠PRAには有意の正の相関

（r＝0・835，p＜0・01）を認めた．一方血中アドレナリ

ン（A）は運動負荷による増加は明らかでなく，正常

対照とEHで有意差はなく， EH subgr・up間でも差を
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認めなかった．

 以上の成績より，低レ・ニン性本態性高血圧症では

RAA系ばかりでなく，カテコラミソ，副腎皮質機能も

正，高レニン群に比し低下していた．高レニン性高血圧

ならびに動揺性高血圧では運動負荷による血中NAの

増加が大で，∠PRAと4NA，∠SBPと∠NAに有意の

相関があったことより，これらの高血圧の成因にレニ

ン，カテコラミン，交感神経機能充進が関与しているこ

とが示唆された．

論 文 審 査 の 要 旨

本論文は多数の本態性高血圧症患者についでレニン，アンギオテンシン，アルドステロン系機能，

副腎皮質機能およびカテコラミ、ン分泌能を検討し，種々の新知見を報告したもので，医学上価値ある

ものと認める．
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